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Abstract
The purpose of this paper is to clarify the correlation among the number of credit earning, 
attendance, and purchase of textbook. We set up the hypothesis that attendance for lectures or purchase 
of textbook reflect time discount rate and tested weather there is correlation between those factors 
and the number of students’ credit earning, or not. As the result of our test, there were no significant 
differences about attendance for lectures or purchase of textbook between subjects, whose credit 
earning is above the average, those, whose it is below the average. Moreover, we found that the marking 
standards of some lectures are not adequate by a careful examination of experience.
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平均未満の取得単位数：13枚 　3枚（23.1％）　　　12枚（92.3％）　  9枚（69.2％）
出所)筆者作成．
表2　睡眠重視者と出席軽視者と非購買者である実験協力者の取得単位数の認識
平均以上の取得単位数：16枚   4枚（25.0％）　　 3枚（18.8％）　 　6枚（37.5％）

























































































































































































































































































































































4  統計ソフトとしてはドクター SPSS2を使用してい
る．Nは20以上ある方が望ましく，期待度数が5未満
のセルの場合，SPSSはイェーツの補正を行なっている．
5  統計ソフトとしてはドクター SPSS2を使用してい
る．Nは20以上ある方が望ましく，期待度数が5未満
のセルの場合，SPSSはイェーツの補正を行なってい
る．表2では期待度数が5未満のセルが多く存在して
おり，結果の分析には，十分な注意が必要である．
6  現実には，大学，学部によって，また，時期によ
って相違すると思われる．しかし，データを集めるこ
とは困難であるため，第1次接近として，「出席軽視者」
の一定割合が単位取得に失敗するとして，「出席軽視
者」の一定割合は各大学･学部で共通と仮定する．
7  ある大学では，非常勤の先生を会場に集めた上で，
非常勤の先生に対して学長が，できるだけ単位を与え
るようにという要望を行なっているという話を聞いた
ことがある．
8  テストにおける点数に出席状況を加味した点数が，
100点満点で60点を超えていなくても，履修申告した
人の上位70％や80％といった比率に達した学生に単
位を与えている可能性がある．その場合，出席状況が
良いとは言えないために，試験の点数が悪い学生であ
っても，単位を取得することが予想される．
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